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市民税・県民税の申告の季節です	 2

こどもルームに遊びにいこう	 4
「備える」×「助け合う」
１月１５日から２１日は「防災とボランティア週間」	 6



確定申告会場 申告書と提出先

市
民
税
・
県
民
税

申
告
の
季
節
で
す

申告期間

申
告
が
必
要
な
人

◆�

26
年
１
月
１
日
現
在
、大
分
市
内
に
住
ん
で
い

た
人

◆�

26
年
１
月
１
日
現
在
、大
分
市
内
に
住
ん
で
い

な
か
っ
た
が
、市
内
に
事
務
所・
事
業
所・
家
屋

敷
の
あ
る
人

申
告
が
必
要
で
な
い
人

◆�

税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

◆��

給
与
支
払
報
告
書
や
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

が
大
分
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

た
だ
し
、源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
所

得
控
除
や
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

申
告
が
必
要
で
す
。

◆�

25
年
中
に
収
入
の
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、自
分

を
扶
養
し
て
い
る
親
族
が
確
定
申
告
書
や
給
与

支
払
報
告
書
な
ど
で
扶
養
控
除
対
象
者
と
し
て

大
分
市
に
申
告
し
て
い
る
場
合

※�

給
与・公
的
年
金
等
所
得
者
で
、確
定
申
告
の
必

要
が
な
い
20
万
円
以
下
の
他
の
所
得
が
あ
る
場

合
は
、市
民
税・県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

◆�
申
告
書

◆�

印
鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

◆�

所
得
の
計
算
に
必
要
な
も
の

	

（
25
年
中
の
収
入・必
要
経
費
が
分
か
る
も
の
）

	

○	

給
与
所
得
者
…｢
源
泉
徴
収
票｣

ま
た
は｢

給
与
明

細
書｣｢

給
与
支
払
証
明
書｣
な
ど

	

○	

年
金
所
得
者
…｢

源
泉
徴
収
票
」

	

○	

営
業
、農
業
、不
動
産
所
得
の
あ
る
人
…
収
入・必

要
経
費
が
分
か
る
帳
簿
や
書
類
な
ど

◆�

所
得
控
除・税
額
控
除
の
計
算
に
必
要
な
も
の

	

（
25
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
）

	

○	

雑
損
控
除
…
災
害
な
ど
に
関
連
し
て
支
出
を
し

た
こ
と
が
分
か
る
領
収
書
、保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
た
金
額
の
証
明
書

	

○	

医
療
費
控
除
…
医
療
費
や
介
護
保
険
施
設
の
利

用
料
な
ど
の
領
収
書
、保
険
金
な
ど
で
補
て
ん

さ
れ
た
金
額
の
証
明
書

	

○	

社
会
保
険
料
控
除
…
国
民
健
康
保
険
税
、介
護

保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料
な
ど
を
支
払
っ
た

こ
と
が
分
か
る
領
収
書
や
証
明
書
な
ど

	

○	

生
命
保
険
料
控
除
…
生
命
保
険・個
人
年
金
保

険・介
護
医
療
保
険
の
各
種
保
険
料
控
除
証
明
書

	

○	

地
震
保
険
料
控
除
…
地
震
保
険
料
控
除
証
明

書
、旧
長	

期
損
害
保
険
料
控
除
証
明
書

	

○	

寄
附
金
税
額
控
除
…
寄
附
先
か
ら
の
領
収
書
ま

た
は	

寄
附
金
受
領
証
明
書
な
ど

　
○	

障
害
者
控
除
…
25
年
12
月
31
日
以
前
に
交
付
を

受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

　申告は、市民税・県民税だけでなく国民健康保険税・介護
保険料などの算定資料となるほか、公営住宅の申込み、福
祉・年金・児童手当などの受給手続きに必要な各種証明書
を発行する際の資料となる重要な手続きです。
　申告書の提出期限間近になると、窓口が大変混雑します
ので、早めに申告しましょう。

申告相談をご利用ください
申告相談会場 期　間

市役所第２庁舎６階大研修室 ２月 ３日㈪～３月17日㈪
※土・日曜日、祝日を除く

鶴崎市民行政センター 2月 3日㈪～２月 6日㈭

大在市民センター 2月 5日㈬～２月 7日㈮

明野出張所（２階大会議室） 2月10日㈪～２月14日㈮
※祝日を除く

稙田市民行政センター 2月17日㈪～２月21日㈮

佐賀関市民センター 2月24日㈪～２月27日㈭

野津原市民センター 2月26日㈬～２月28日㈮

大南市民センター ３月 3日㈪～３月 5日㈬

坂ノ市市民センター ３月 5日㈬～３月 7日㈮

※�市役所第2庁舎6階大研修室のみ午前8時30分～午後5時まで
受け付けています。

午前9時～午後4時

※確定申告に関するお問い合わせは大分税務署へ。

税務署内には確定申告会場は開設していません。
「確定申告会場」をご利用ください。

ただし、2月23日㈰、3月2日㈰は、
通常どおり開設します。

税理士会大分支部による確定申告
無料相談（給与・年金所得者を対象）と受付

25年分所得税等
確定申告のご案内
場所▶確定申告会場
（大分商工会議所ビル6階）

期　　間

期　　間

受付時間

受付時間

2月17日㈪～3月17日㈪
土・日曜日を除く

2月10日㈪～2月14日㈮
祝日を除く

午前9時～午後4時

午前9時～11時、午後1時～3時

自宅で申告書を作成できます

申告書を郵送する場合

おうちで作成 ネットで申告

国税庁ホームページの確定申告書等作成コーナー
では、画面案内に従って金額などを入力すること
により、確定申告書等を作成することができます。
税務署へは、印刷して提出、電子申告（e-Tax）で
データを送信のいずれかで申告できます。

※	会場にお越しの際は、できる限り公共交通機関を
ご利用ください。最寄りのバス停は「舞鶴町」です。

大分税務署（〒870-8616　大分中央郵便局私書
箱16号）へ。申告書などの控えに受付印が必要な人
は、切手を貼付した返信用封筒を必ず同封してく
ださい。

詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）、
e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧く
ださい。

お問い合わせ
大分税務署　☎532-4171

受付時間

所得税・消費税（個人事業者）・贈与税の
申告相談と受付

→

弁天大橋

舞鶴橋

大分商工会議所ビル6階

消防局

中島十条

城　崎

水道局

国道197号

舞
鶴
町

バ
ス
停

Ｎ
Ｔ
Ｔ

至
鶴
崎

大
分
川

農
業
会
館

確定申告会場

２月3日
月

3月17日
月

お問い合わせ
市民税課　☎537-5729　☎537-5730

※	確定申告などの用紙は税務署や市役所窓口などに
用意しています。国税庁のホームページからもダ
ウンロードできます。

公
的
年
金
等
は
、大
分
市
に
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
す
の
で
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、次
の
場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。

◎
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合

給
与
支
払
報
告
書
が
大
分
市
に
提
出
さ
れ
て
い

る
給
与
所
得
を
除
き
ま
す
。

◎�

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
所
得
控
除

や
税
額
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
。

◎
寡
婦･

寡
夫
控
除
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
に
寡
婦・

寡
夫
控
除
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、年
金
支
払
者
へ
25
年
分
の
寡
婦・寡
夫
控
除
の

申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、申
告
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人
へ※	お問い合わせの際に25年中の収入状況をお尋ねすることがあり

ますので、収入のあった人は、源泉徴収票・給与明細書・帳簿などを
ご用意ください。

　前年実績などを基に申告が必要と思われる人には、１月下
旬に｢市民税・県民税の申告書｣を送付しますが、申告が必要な
人で届かない場合は、市民税課までご連絡ください。下記提出先
にも申告書を用意しています。

【申告書の提出先】
◆市民税課（市役所第２庁舎３階）
◆�各市民センター（鶴崎・稙田市民行政センターは資産税事務
所）
◆明野出張所
○��郵送の場合…市民税課（〒870-8504　荷揚町２番31号）

※�添付書類を返却希望の人は、切手を貼付した返信用封筒を一
緒に提出してください。

3 2H26. １.15H26. １.15



　大分ふぐ名店会加盟店で、手軽にふぐを楽しめる期間
限定「ふぐランチ」を販売します。

　別府大分毎日マラソン大会当日、市営陸上競技場で、
ふぐ雑炊を販売します。※雑炊には大分市産の卵を使用しています。

　大分市の冬の味覚を代表する「大分ふぐ」。色つやがよく、身が
引き締まっていて、口に含むとしっかりとした歯ごたえと、淡白なが
らも奥深い豊かな味わいが広がります。
　今年も、大分ふぐ名店会の協力のもと、旬の「大分ふぐ」をＰＲ
するイベント「大分ふぐフェスタ」を開催します。期間限定のランチ
メニューも登場。それぞれのお店で、気軽に大分のふぐが味わえます。
　ぜひ、この機会にご堪能ください。

「
大
分
ふ
ぐ
」
の
味
力
を

　
　
　
　
　
堪
能
し
て
ほ
し
い

　
今
、「
大
分
ふ
ぐ
」
が
一
番
お
い
し
い
季
節
で
す
。

ほ
の
か
な
甘
み
と
、
弾
力
の
あ
る
歯
ご
た
え
が
特

徴
の
「
大
分
ふ
ぐ
」。
さ
ら
に
、
ふ
ぐ
の
お
い
し

さ
を
引
き
立
て
る
職
人
の
熟
練
の
技
も
「
大
分
ふ

ぐ
」
の
醍だ
い
醐ご

味み

で
す
。
こ
の
時
期
は
、
全
国
か
ら

多
く
の
食
通
が
こ
の
味
を
目
当
て
に
大
分
市
を
訪

れ
ま
す
。

　
こ
の
「
大
分
ふ
ぐ
」
の
魅
力
を
全
国
に
伝
え
よ

う
と
、
平
成
８
年
に
「
大
分
ふ
ぐ
名
店
会
」
が
発

足
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、「
大
分
ふ
ぐ
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
期
間
限

定
で
「
ラ
ン
チ
特
別
メ
ニ
ュ
ー
」
が
食
べ
ら
れ
る

と
あ
っ
て
人
気
な
の
で
、
早
め
の
予
約
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
名
店
会
の
各
加
盟
店
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
し
ま
す

の
で
、「
大
分
ふ
ぐ
」
な
ら
で
は
の
味
を
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
別
府
大
分
毎

日
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
全
国
か
ら
来
た
選
手
の
皆
さ

ん
に
ふ
ぐ
雑
炊
を
提
供
し
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
準
備
に
は
、
福
徳
学
院
高
校
の
生
徒
も
参
加

し
、
地
域
と
協
力
し
た
「
大
分
ふ
ぐ
」
の
Ｐ
Ｒ
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
大
分
ふ
ぐ
」
は
年
間
を
通
じ
て
食
べ
ら
れ
ま

す
が
、
旬
は
「
秋
の
彼
岸
か
ら
春
の
彼
岸
ま
で
」。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
大
分
ふ
ぐ
」
の
味
力
を
堪

能
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

大分ふぐ名店会加盟店中10店舗
割烹　にしおか【都町】
☎ 536-2686

日本料理　ほり川【都町】
☎ 534-0725

酔門姉妹店　天まで上がれ【都町】
☎ 536-1331

ふぐ料理　山田や【都町】
☎ 533-1777

郷土料理　こつこつ庵【府内町】
☎ 537-8888

ホテルキャッスル大分　来夢亭【府内町】
☎ 537-8878

和洋料理　壷中の天地【府内町】
☎ 532-5555

ふぐ専門店　ふぐ良茶屋【中央町】
☎ 536-3118

和食　二代目与一【中央町】
☎ 532-4714

酒食　回（KAI)【中央町】
☎ 532-3477

※	提供時間および休日は店舗によって異な
りますので、事前にご確認ください。

価格

価格

その他

2,500円

1杯300円

１月25日㈯～２月１日㈯

２月２日㈰

大分の味
み

力
りょく

を発信

正午～午後１時30分

午後１時～売り切れ次第終了

※予約受付開始は１月20日㈪正午から

西
岡
　
一
雄 

さ
ん

　
　
　（
割
烹
に
し
お
か
）

限定販売につき、予約をお願いします。各店舗に直接お申し込みください。
なお、市観光協会のホームページ（http://www.oishiimati -oita.
jp/）で各店舗の予約情報がご覧になれます。
同日複数店舗の予約はご遠慮ください。

「ふぐ料理のランチ特別メニュー」を
限定販売

「ふぐ雑炊」を販売

（税込み統一価格）

※写真はイメージです。料理内容は店舗によって異なります。

大分ふぐフェスタ

　　　　　　　　　　お問い合わせ　市観光協会　☎537-5764 大分ふぐフェスタ

大
分
ふ
ぐ
名
店
会
会
長

600食限定

１店舗
１日20食限定

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675

市内のこどもルーム
◉対 象 者　市内の児童
　　　　　　（乳児や幼児など就学前の子どもは、保護者同伴）
◉開所時間　午前9時30分～午後5時
◉休 所 日　日曜日、祝日、年末年始
※中央こどもルームは第２・４月曜日（祝日の場合は翌日以降の平日）、年末年始

親子で楽しんでください

府内こどもルーム
中央こどもルーム
大分南部こどもルーム
明治明野こどもルーム
原新町こどもルーム
鶴崎こどもルーム
大南こどもルーム
稙田こどもルーム
大在こどもルーム
坂ノ市こどもルーム
佐賀関こどもルーム

荷揚町3番41号
金池南一丁目５番１号
大字曲1113番地
明野北四丁目7番8号
原新町1番31号
東鶴崎一丁目2番3号
大字中戸次5115番地の1
大字玉沢743番地の2
政所一丁目4番3号
坂ノ市南三丁目5番33号
大字佐賀関1407番地の27

☎532-
☎ 576-
☎ 567-
☎ 552-
☎ 551-
☎ 527-
☎ 574-
☎ 541-
☎ 574-
☎ 593-
☎ 575-

7918
8243
4145
1038
2611
2158
7792
1291
7682
1751
1140

無料

こどもルームに
子育ての輪が広がる

　子どもにさまざまな遊びを楽し
んでほしい、子育て中の友達がほ
しいー。
　そんなときは、「こどもルーム」
に遊びに来ませんか。
　「こどもルーム」は、親子が自由
に遊び交流する場を提供すること
で、子どもの健やかな成長と子育
て中の家庭を支援する施設です。
　今回は、25年７月にオープンし
た「中央こどもルーム」に取材に行
ってきました。

　ホルトホール大分２階「子
育て交流センター」内にある
中央こどもルーム。市内で最
も広く、中心には木や家のオ
ブジェがあり、温もりのある
雰囲気です。
　おもちゃで遊ぶコーナー
やすべり台、絵本のコーナーなど、９つのエリアに分か
れていて、子どもの年齢や好みに応じて遊べます。また、
職員やボランティアによるリズム遊びや読み聞かせな
ども楽しめます。
　窓口や、隣接する地域子育て支援センターでは、保育
士が子育てについての質問や相談などをお受けします。
　ルームを利用して、子どもが楽しむことはもちろん、
保護者も友達を作ったり、一人で抱えていた不安や疑
問を解消したりすることで、みんなと一緒に楽しく子育
てをしてもらえればと思います。
　皆さん、気軽に遊びに来てください。

好きな時間に来て遊べ
るので利用しやすいで
す。一つの部屋で目が
行き届くので安心。

こどもルームで知り合いました！
子育てについて、いろいろな情報
交換ができています。

子どもが小さい頃から、ほかの子どもと交流するきっかけになっています。

初めて来ました。いろい
ろな遊び道具があり、
子どもも楽しんでいる
ので、また来たいです。

中央こどもルームの職員

遊びにいこう！

5 4H26. １.15H26. １.15



お問い合わせ　広聴広報課　☎537-5601 大分市　まちづくり出張教室 検索

無 料

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

市
民
相
談
室

　
市
政
や
個
人
の
生
活
に
関
す
る
悩
み
事
に
つ
い
て
、各
種
相
談
に
応
じ
る

と
と
も
に
、関
係
機
関
な
ど
の
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

司法書士による相続、登記、
成年後見などに関する相談
借金など簡易裁判所管轄の
少額訴訟に関する法律相談
※相談日の午前8時30分から整
理カード交付

宅地建物の売買、借家でのも
め事などに関する相談

市政に関する要望や意見、専
門相談への案内など

マンション管理に関する相談 国や独立行政法人、特殊法人
が行う仕事に関する要望や
意見など

交通事故に関する相談（加害
者、被害者を問いません）
※月･木曜日以外は、事前に市民
相談室へご連絡ください。

税理士による所得税、相続税、
贈与税など税に関する相談
※相談日の午前8時30分から整
理カード交付

行政書士による遺言、相続、
成年後見、農地転用、公正証
書の作成などに関する相談

弁護士による金銭貸借、相続、
離婚など暮らしの中の法律相
談
※事前に市民相談室へご連絡
ください。

高齢者の暮らしや福祉に関
する相談

知的障がい、聴覚障がい、精神
障がいがある人に関する相談
に応じています。相談日･時間
は、市民相談室へお問い合わ
せください。

登記および法律
毎月第2・4木曜日
午後1時～4時

宅地建物取引
毎月第2・3・4月曜日
午後1時～4時

市　政
毎週月～金曜日

午前8時30分～午後5時

マンション管理
毎月第3木曜日
午後1時～3時

行　政
毎月第1月曜日
午前10時～正午

交通事故
毎週月・木曜日

午前9時～午後4時30分

税　務
毎月第2・4木曜日
午後1時～4時

行政書士
毎月第1・3金曜日
午後1時～4時

法　律
★予約制です

毎月第1・3木曜日、
第2水曜日、第4火曜日
午後1時～3時

高齢者
毎週火曜日
午前9時～正午

その他
毎週月～金曜日

午前8時30分～午後5時

お問い合わせ
市民相談室（本庁舎2階）

☎537-5726

市職員が分かりやすく説明します子育て・
障がい者福祉

環境・ごみ・
リサイクル 高齢・介護

まちづくり

防災・消防

　皆さんの暮らしにかかわる「聞きたい」「知りたい」ことを、市の職員
が講師として出向いて分かりやすく説明します。
　利用料金は、無料です。日ごろの活動の場に、ぜひご利用ください。

◎子育て支援
◎障がい者福祉
　サービス

◎環境保全
◎ごみ処理のしくみ
◎	ごみ減量とリサイクル
など

◎高齢者福祉サービス
◎介護保険制度・介護予防
◎歯の健康づくり
	（高齢者の口

こうくう
腔ケア）

◎	大分名物や観光スポット
の紹介

◎	市場の役割と流通のしく
みなど

◎JR大分駅周辺の整備事業
◎日本一きれいなまちづくり
◎	大分市まちづくり自治基本条例など

◎災害に強い
　　　まちづくり
◎応急手当
◎正しい119番通報
　など

月～金曜日（祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分（1時間～1時間30分程度）
市民または市内に勤務先を有する人で構成された、おおむね15人以上のグループまたは団体
広聴広報課（本庁舎３階）に備え付けの申込書（市ホームページからダウンロードも可）に必要事項を記入し、
直接または郵送、ファクスで、広聴広報課（〒870-8504　荷揚町２番31号　 532-7800）へ。
※市ホームページ「まちづくり出張教室」ページ内の申込専用フォームからも可。
会場は、お申し込みいただく団体で用意してください（会場使用料などは団体の負担になります）。
※実施希望日の１カ月前までにお申し込みください。なお、日程は調整させていただく場合があります。
※上記以外の教室もあります。詳しくは、広聴広報課へお問い合わせください。

実施日時
対 � 象
申込方法

そ の 他

観光・流通
お問い合わせ　防災危機管理課　☎537-5664

　わたしは、東日本大震災があった23年から計４
回、宮城県石巻市を中心に東北地方を訪れました。
現地では、清掃活動などのボランティアや、大学で
の研究活動を行いました。
　復興作業は、想像以上に時間がかかるものでし
た。そんな中、被災された方からの「県外からのボ
ランティアの存在が救いだ」という言葉が心に強
く残っています。「物理的なこともだが、離れた土
地から支援に来てくれることが心の支えになる」
と言われたのです。もちろん何を求めているかは
人それぞれですが、助け合うことの大切さを改め
て実感しました。
　そして活動を進めるうちに「災害は他人事ではな
い。いつ起きるか分からない災害に、自分たちは何
ができるのか」と考えるようになりました。

　防災に取り組む多方面の方からお話を聞く中で見
えてきたのは「何かあったときにどうするかを地域
で話し合える“つながり”作り」が重要だということ
です。同じ地域に住む者同士だからこそ「ここで暮ら
し続けたい。そのために何が必要か」と話し合える。
その中で防災について共に考えることができると思
います。若い人は固く捉えてしまうかもしれません
が「地域の活動を楽しむ」という前向きな気持ちで、
日ごろから交流を深めることが第一歩です。
　自分自身や家族のために備えることは、もちろん
大切です。それでも、想定外のことが起きることが
あります。そんなときに助け合えるのが、地域のつ
ながりだと思います。地域の人と人とのつながりが
「防災力」をより強固なものにしてくれるのではな
いでしょうか。

自
分
や
自
分
の
家
族
は

自
分
で
守
る

　
減
災
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
よ
り
も
自

助
力
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。自
助
力

と
は「
自
分
や
自
分
の
家
族
は
自
分
で

守
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、家
族
で

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
話
し
合
う
な

ど
し
て
、日
ご
ろ
か
ら
自
助
力
を
強
化

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

互
い
に
助
け
合
う
力
を

身
に
付
け
る

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、避
難
所
で
の
生
活
支
援
や
、被
災

者
が
生
活
を
維
持
、再
建
し
て
い
く
う

え
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
が

大
き
な
助
け
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
互
い
に
協
力
し

合
い
、災
害
時
の
避
難
誘
導
や
救
助
活

動
を
行
う「
自
主
防
災
組
織
」の
防
災

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、防
災
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

わが家の防災力チェックリスト
□	チェックを付けて確認しましょう！
◆わが家の状況や家族の避難
□�自宅の耐震性や周囲の危険箇所を確認している
□�非常持ち出し袋を準備している
□�災害が発生した場合の家族での連絡方法をきちんと
決めている

□�家族全員が、災害の状況に応じた安全な避難場所や
避難経路を確認している

◆家具などの転倒防止
□�倒れやすい家具を固定している
□�寝室などに倒れやすい家具は置いていない
□�戸棚やタンスの上に物を置いていない
□�戸棚などの扉が地震で開かないように固定している

◆地域とのつながり
□�隣近所の人と積極的にあいさつを交わしている
□�積極的に地域のイベントに参加している

“つながる”
地域へ

大分大学医学部医学科４年

渡辺　大さん

Interview（インタビュー）

｢

備
え
る｣　

 ｢

助
け
合
う｣

１
月
15
日
か
ら
21
日
は

　
　
　
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」で
す

　

平
成
７
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
契
機
に
、
災
害
が
起
き
た
と

き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災

活
動
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、１
月
17
日
を「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
」、
１
月
15
日
か
ら
21
日
を「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
が
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、「
自
分
が
で
き
る
こ
と
」
に

つ
い
て
、考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

上記は代表的なものの一部です。市内で発生が予想される災害
に対する知識を「わが家の防災マニュアル」にまとめていますの
で、活用しましょう。
※わが家の防災マニュアルは全世帯に配布していますが、届い
ていない場合は防災危機管理課にお問い合わせください。
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・干しシイタケ	 ２ｇ
・切干ダイコン	 10ｇ
・ニンジン	 20ｇ
・ゴボウ	 20ｇ
・レンコン	 20ｇ
・こんにゃく	 100ｇ
・サヤエンドウ	 ４枚

　七種類の食材を細切りにして酢であえた「七福
なます」。それぞれの素材が持つ、異なる食感が
楽しめる一品です。
　野菜は干すことにより、素材のうま味と栄養が
凝縮されています。切干ダイコンを最初にしっか
りと炒めることで甘みがダシとして生かされ、煮
ることで素材に味が染みやすくなります。さら
に、仕上げに酢を加えることで、酸味が効き、少
ない調味料でも物足りなさを感
じにくくなります。
　また酢は、味覚や嗅覚を刺激
して唾液や胃液の分泌を促し、
消化吸収も助けてくれます。
　年末年始の食べ過ぎなどで疲
れた胃を「七福なます」ですっ
きり整えてみませんか。

①	 干しシイタケは、水で戻して石づきを取り、千切
りにする。切干ダイコンは、水で戻して食べやす
い大きさに切る。ニンジンは長さ４cmの千切りに
してさっとゆでる。

②	 ゴボウはアルミホイルで皮をこすってむき、長さ
４cmの千切りにして酢水につける。レンコンは、
皮をむいて薄切りにして酢水につける。こんにゃ
くはゆでて短冊切りにする。

③	 サヤエンドウは千切りにして、さっとゆでる。
④	 酢水につけたゴボウとレンコンをさっと水で洗
い、ざるにあげる。

⑤	 フライパンにゴマ油を入れて熱し、強火で切干ダ
イコンをよく炒める。

⑥	 ⑤にこんにゃく、ゴボウ、レンコン、ニンジン、
干しシイタケを順に加え、弱火で炒める。

⑦	 ⑥にⒶを加えて汁気がなくなるまで炒り煮する。
⑧	 火を止めた⑦に、③とⒷを入れ、よく混ぜてから
器に盛る。

今回のレシピ担当
岡村�章代さん

材料（４人分）

さっぱりとした味が食欲をそそる「七福なます」　

食生活改善推進員の

・ゴマ油	 大さじ２
・酒	 大さじ１
・みりん	 大さじ1.5
・薄口しょうゆ	 小さじ２
・塩	 少々
・酢	 大さじ２
・白ゴマ	 少々

②で、ゴボウの皮はアルミホイルを使って
こすると、泥だけきれいに落ち、ゴボウの
風味を残せます。
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ポ
イ
ン
ト

作り方

違
い
っ
て
…
？

　
わ
た
し
た
ち
の
社
会
は
、
多
様
な
個
性
を
持
つ

人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

認
め
合
う
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
で
き
る
社
会
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

い
つ
も
ど
お
り
の

A
案
が
い
い
と
思
う
な
。

A
案

B
案

A
と
B

ど
っ
ち
に

す
る
の
？

B
案
の
ほ
う
が

い
い
と
思
う
け
ど
。

理
由
は…

…

。 A A

A

第26回 ふるさと祭りについて

み
ん
な
が
い
い
っ
て

言
っ
て
る
の
に

な
ん
で
反
対
す
る
の
！

違いが気になる派 違いを楽しむ派

う
〜
ん
？

君
の
反
対
理
由
は

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
。

勉
強
に
な
っ
た
よ
。

ど
ん
な
年
齢
の
人
も

楽
し
め
る
の
は
、

B
案
だ
と
思
っ
た
の
。

今
度
食
事
を
し
な
が
ら

と
こ
と
ん
話
し
合
っ
て

み
た
い
な
。

う
ん
！
い
い
よ
！

違
い
が
あ
る
と
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
が

わ
く
か
も
し
れ
な
い
し
ね
。

え
っ
？

わ
た
し
は
誘
っ
て

く
れ
な
い
の
？

自
分
の
意
見
を

出
せ
る
と
楽
し
い
ね
。

そ
し
て

認
め
ら
れ
る
と

う
れ
し
い
し
ね
。

違
い
っ
て

大
切
に
し
た
い
よ
ね
。

人権イメージキャラクター
キズナーズ

　47年間の歴史に幕を下ろした大分文化会館。その大ホールに
設置されていた緞帳が、市内在住の齋藤治雄氏（㈱菊家社長）に
譲渡されることが決まりました。この緞帳は、名誉市民の故・髙山
辰雄画伯が原画を手がけたもので長年、多くの皆さんに親しま
れてきました。
　12月５日には緞帳の撤去作業が行われ、縦８ｍ、横22ｍ、重さ
800kgの巨大な緞帳が約２時間かけて慎重にステージから降ろ
されました。今後、緞帳は平成27年に由布市に建設される観光施
設に展示予定。これからも新天地で新たな歴史を刻んでいくこ
とになりました。

大分文化会館の緞
どんちょう
帳が新天地へ

「第44回ジュニアオリンピック陸上競技大会」
中学３年女子100mで優勝

「第26回全国少年フェンシング大会」
中学男子フルーレ団体で優勝

大平 穂乃佳さん

瓜生 陽さん

市長表彰
おめでとうございます

12月３日㈫

「第26回全国少年フェンシング大会」
小学４・５・６年女子フルーレ団体で優勝
橋本 結さん　幸野 来美さん（前列左から）

トピ ク
今月の

スッ
　地域住民の相談や援助などを行う民生委員・児童委員
が３年ごとの改選期を迎えました。12月２日には、ホル
トホール大分で厚生労働大臣からの委嘱状を市長から
新たな民生委員・児童委員に伝達しました。
　近年、少子高齢化や核家族化が進展する中で相談内容
が複雑・多様化しています。市では、民生委員・児童委員
と協力し、今後も地域住民が健康で安心して暮らせる地
域づくりに取り組んでいきます。

地域住民と行政の「かけはし」を担う

422
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国
民
健
康
保
険
税
な
ど
は
所
得
申
告
時

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

◆
納
付
額
の
確
認

国
民
健
康
保
険
税
…
１
月
下
旬
に
郵

送
す
る
は
が
き（
25
年
1
月
～
12
月

ま
で
の
納
付
済
額
を
お
知
ら
せ
し
た

も
の
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。な

お
、40
～
64
歳
の
人
は
介
護
保
険
料

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
１
月
下

旬
に
郵
送
す
る
は
が
き（
25
年
1
月
～

12
月
ま
で
の
納
付
済
額
を
お
知
ら
せ

し
た
も
の
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
前
の

保
険
税（
料
）に
つ
い
て
は
、加
入
し

て
い
た
医
療
保
険
の
保
険
者（
事
業

所
な
ど
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料（
65
歳
以
上
の
人
）…
１

月
下
旬
に
郵
送
す
る「
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
40
～
64
歳
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料

（
税
）に
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、納
付

額
に
つ
い
て
不
明
な
人
は
保
険
者（
事

業
所
な
ど
）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、国
保
加
入
者
で
40
～
64
歳
の

人
は
国
民
健
康
保
険
税
の
中
に
含
ま

◆
申
請
方
法・
問　
基
準
日
７
月
31

日
時
点
で
、県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
て
、該
当
す
る
人
に
は

１
月
中
に
支
給
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
。詳
し
く
は
、県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合（
☎
５
３
４・１
７
７
１
）、国

保
年
金
課（
☎
５
３
７・５
７
３
５
）へ
。

募
集

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

嘱
託
職
員・相
談
員

①
嘱
託
職
員

◆
内
容　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

講
座・研
修
会
の
企
画
運
営
、情
報
誌

の
作
成
な
ど

◆
対
象　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

◆
報
酬　
月
額
18
万
４
、０
０
０
円

②
相
談
員

◆
勤
務
日
数　
週
2
～
3
日
程
度

◆
内
容　
家
庭
や
職
場
、地
域
の
こ

と
な
ど
女
性
が
抱
え
る
不
安
や
悩
み

な
ど
に
対
す
る
相
談
業
務

◆
対
象　
女
性
に
対
す
る
相
談
業
務

の
経
験
が
あ
る
人

◆
報
酬　
日
額
６
、８
３
０
円

☆
任
用
予
定
期
間　
４
月
１
日
～

27
年
３
月
31
日（
更
新
可
）

☆
勤
務
場
所　
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー（
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
４
月
開
設
予
定

☆
選
考
方
法　
書
類
、面
接

☆
定
員　
若
干
名

☆
申
込
み・問　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、①
は

8
0
0
字
以
内
の
小
論
文（
男
女
共
同

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
…
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
を
日
本

年
金
機
構
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。申

告
に
は
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
納
付
額
が
分
か
ら
な
い
人
に
は
納

付
額
確
認
書
を
発
行
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
…
窓
口
に
来
る
人
の
本
人

証
明
書（
運
転
免
許
証・健
康
保
険
証

な
ど
）を
持
参
し
て
、国
保
年
金
課

（
本
庁
舎
２
階
4
番
窓
口
）、各
支
所
、

明
野
出
張
所
、本
神
崎・一
尺
屋
連
絡

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料（
65
歳
以
上
の
人
）…
長

寿
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階
13
番
窓
口
）、各

支
所（
鶴
崎・稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

で
の
発
行
は
東
部・西
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）、明
野
出
張
所
、本
神
崎・一
尺
屋

連
絡
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
…
控
除
証
明
書
の

発
行
な
ど
詳
し
く
は
、大
分
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
国
保
年
金
課（
☎
５
３
７・５
６

１
６
）、長
寿
福
祉
課（
☎
５
３
７・５

７
４
１
）、大
分
年
金
事
務
所（
☎

5
5
2・1
2
1
1
）

老
齢
基
礎
年
金
は
繰
り
上
げ
支
給

と
繰
り
下
げ
支
給
が
あ
り
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、原
則
と
し
て
65

歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
が
、希
望
す
れ

ば
60
歳
以
後
い
つ
か
ら
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。た
だ
し
、64
歳
以
前
か
ら
受

け
る
と
減
額
さ
れ
、66
歳
以
後
か
ら
受

参
画
に
関
す
る
意
見
）を
添
え
て
、直

接
ま
た
は
郵
送
で
、１
月
15
日
㈬
～

31
日
㈮（
消
印
有
効
）に
男
女
共
同
参

画
推
進
室（
本
庁
舎
５
階		

☎
５
３

７・５
７
２
４
）へ
。

青
少
年
課
の
嘱
託
職
員

（
☎
５
３
７・５
６
８
２
）

◎
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

◆
内
容　
課
題
を
抱
え
る
不
登
校
児

童・
生
徒
が
置
か
れ
た
環
境
へ
の
働

き
か
け
、保
護
者・教
職
員
に
対
す
る

支
援・相
談・情
報
提
供
な
ど

◆
対
象　
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
人

◆
報
酬　
月
額
20
万
４
、０
０
０
円

◎
教
育
相
談
員

◆
内
容　
教
育
支
援
教
室（
フ
レ
ン

ド
リ
ー
ル
ー
ム
）に
通
級
し
て
い
る

児
童・
生
徒
と
そ
の
保
護
者
へ
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

◆
対
象　
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
有

す
る
人

◆
報
酬　
月
額
18
万
４
、０
０
０
円

☆
任
用
予
定
期
間　
４
月
１
日
～

27
年
３
月
31
日

☆
勤
務
場
所　
市
教
育
セ
ン
タ
ー

（
碩
田
町
三
丁
目
）		

※
４
月
開
設
予
定

☆
選
考
方
法　
書
類
、面
接

☆
定
員　
各
１
人

☆
申
込
み・問　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、資

格
証
の
写
し
を
添
え
て
、直
接
ま
た

は
郵
送
で
、１
月
15
日
㈬
～
24
日
㈮

（
必
着
）に
青
少
年
課（
第
２
庁
舎
４

階
）へ
。

け
る
場
合
は
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。一
度
減
額・増
額
さ
れ
た
支

給
率
は
、生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問　
国
民
年
金
室（
☎
５
３
７・５
６
１
７
）

市
国
保
特
定
健
康
診
査
指
定
医
療

機
関
の
取
り
下
げ

◆
医
療
機
関
名　
●
天
心
堂
お
お
み

ち
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
東
大
道
二
丁
目
）

問　
国
保
年
金
課（
☎
５
３
７・７
１
７
５
）

４
月
は
自
治
委
員
の
改
選
期
で
す

　
新
自
治
委
員
の
任
期
は
４
月
１
日
か

ら
28
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。市
政
と

地
域
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
担
う

自
治
委
員
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
推
薦
方
法　
自
治
区
住
民
の
総
意

に
基
づ
い
て
推
薦
し
、総
会
議
事
録
ま

た
は
、自
治
会
の
役
職
者
が
署
名
し
た

推
薦
書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　
３
月
７
日
㈮

問　
市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

５
６
１
２
）

大
分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
を

臨
時
休
館
し
ま
す

　
電
気
設
備
点
検
の
た
め
、大
分
エ
コ

ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

◆
臨
時
休
館
日　
２
月
23
日
㈰

問　
大
分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ（
☎

５
８
８・１
４
１
０
）

配
水
管
布
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
３
月
10
日
㈪
ま
で
に

　
市
水
道
局
が
、26・27
年
度
に
発
注

す
る
配
水
管
布
設
工
事
の
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
３
月

10
日
㈪

◆
申
請
書
類　
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
類
な
ど

◆
受
付
場
所・
問　
水
道
局
総
務
課

（
城
崎
町
一
丁
目
５
‐
20　
☎
５
３

８・２
４
０
３
）

都
市
計
画
の
案
を
お
見
せ
し
ま
す

◆
内
容　
●
都
市
計
画
汚
物
処
理
場

の
変
更
…
大
分
市
汚
物
処
理
場
の
区

域
の
変
更　
●
都
市
計
画
公
園
の
変

更
…
浜
中
公
園
、金
道
公
園
、江
川
１

号
児
童
公
園
の
区
域
の
変
更

◆
縦
覧
期
間　
１
月
20
日
㈪
～
２
月

３
日
㈪

◆
意
見
書
の
提
出
方
法　
案
に
つ
い

て
、利
害
関
係
の
あ
る
人
は
、２
月
３

日
㈪
ま
で
に
市
長
あ
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
場
所・
問　
都
市
計
画
課（
本

庁
舎
７
階　
☎
５
３
７・５
９
６
５
）

建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
は
３
月
10
日
㈪
ま
で
に

　
市
が
26
年
度
に
発
注
す
る
建
設
工

事
、測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
３
月

10
日
㈪

◆
申
請
書
類　
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
類
な
ど

◆
受
付
場
所　
本
庁
舎
５
階　
５
０

３
会
議
室

問　
契
約
監
理
課（
☎
５
３
７・５
７
１
４
）

市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
市
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
を
保
護

し
、市
民
生
活・経
済
活
動
に
及
ぼ
す

影
響
を
最
小
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た「
大
分
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
。計
画
は
、保
健
所
保
健
総
務
課

（
荷
揚
町
6
‐
1
）お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問　
保
健
所
保
健
総
務
課（
☎
５
３

６・２
２
２
２
）

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
費

の
一
部
助
成
は
終
了
し
ま
し
た

　
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
購
入
費

の
一
部
助
成
は
、予
算
の
枠
に
達
し

た
た
め
、受
け
付
け
を
締
め
切
り
ま

し
た
。な
お
、こ
の
助
成
事
業
は
締
め

切
り
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

問　
子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７・５

６
７
５
）送

付
の
お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の

支
給
申
請
書
の
送
付

　
毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の

１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額

が
、一
定
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費

と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

嘱
託
給
食
調
理
員

◆
任
用
予
定
期
間　
４
月
１
日
～
27

年
３
月
31
日（
更
新
可
）

◆
勤
務
日　
給
食
実
施
日

◆
勤
務
時
間　
午
前
８
時
10
分
～
午

後
４
時
10
分（
勤
務
場
所
に
よ
り
異

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

◆
勤
務
場
所　
市
内
の
各
小
学
校

◆
内
容　
学
校
給
食
の
調
理
、配
膳
、

食
器
洗
浄
な
ど

◆
定
員　
若
干
名

◆
報
酬　
日
額
６
、９
４
０
円

◆
選
考
方
法　
書
類
、面
接

◆
申
込
み・問　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直

接
ま
た
は
郵
送
で
、１
月
31
日
㈮（
消

印
有
効
）ま
で
に
教
育
総
務
課（
第
２

庁
舎
４
階		

☎
５
３
７・５
７
８
１
）へ
。

消
費
生
活
相
談
員（
嘱
託
職
員
）

◆
任
用
予
定
期
間　
４
月
１
日
～
27

年
４
月
30
日（
更
新
可
）

◆
内
容　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
受

付・処
理
、消
費
生
活
教
室
の
講
師
な
ど

◆
対
象　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、消

費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、消
費
生
活
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
有
す
る
人

◆
定
員　
１
人

◆
報
酬　
月
額
18
万
４
、０
０
０
円

◆
選
考
方
法　
面
接

◆
勤
務
場
所・申
込
み・問　
市
販
の

履
歴
書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、資
格
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、１
月
15
日
㈬
～
２

月
14
日
㈮（
消
印
有
効
）に
ラ
イ
フ
パ
ル

（
〒
８
７
０‐０
０
4
6		

荷
揚
町
4
‐36

〈
移
転
中
〉		

☎
５
７
３・３
７
７
０
）へ
。

26
年
度
市
立
幼
稚
園
の
臨
時
講
師

◆
対
象　
幼
稚
園
教
諭
一
種
ま
た
は

二
種
の
普
通
免
許
状
を
有
す
る
人

（
見
込
み
も
含
む
）　
※
た
だ
し
、免

許
状
更
新
講
習
を
受
け
、有
効
な
免

許
状
を
有
す
る
人

◆
選
考
方
法　
書
類
、面
接

◆
そ
の
他　
年
度
の
途
中
で
も
随
時

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。必
要
に

応
じ
て
選
考
を
行
い
、採
用
し
ま
す
。

◆
申
込
み・
問　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
、１
月
15
日
㈬
～
２
月

３
日
㈪（
消
印
有
効
）に
教
育
指
導
課（
第

２
庁
舎
４
階		

☎
５
３
７・５
６
４
８
）へ
。

市
高
等
学
校
修
学
支
援
奨
学
生

　
26
年
４
月
に
高
等
学
校
、高
等
専

門
学
校
、中
等
教
育
学
校
の
後
期
課

程
に
進
学
す
る
生
徒
に
、奨
学
資
金

を
贈
与
し
ま
す
。

◆
定
員　
各
学
年
で
各
３
人（
予
定
）

◆
贈
与
額　
新
１
年
生
…
年
額
10
万

円
、新
２・３
年
生
…
年
額
５
万
円

◆
対
象　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人　
●
出
願
者
お
よ
び
そ
の
保
護

者
が
、25
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ

と　
●
学
業・人
物
と
も
に
優
秀
で
、経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人　

●
市
奨
学
資
金
お
よ
び
市
緊
急
採
用
奨

学
資
金
と
の
併
用
を
し
な
い
人　
●
前

年
度
の
市
民
税
の
所
得
割
額
が
基
準

額
未
満（
年
収
が
お
よ
そ
３
５
０
万
円

未
満
）の
世
帯

◆
申
込
み・問　
教
育
企
画
課（
第
２

庁
舎
４
階
）に
備
え
付
け
の
願
書
、推

薦
調
書（
１
月
15
日
㈬
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）、

そ
の
他
必
要
書
類
を
、２
月
３
日
㈪

～
17
日
㈪
に
直
接
、同
課（
☎
５
３

７・５
６
９
９
）へ
。

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
会
員

　
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
で
は
、子
育
て
中
の
家
庭

を
支
援
す
る
た
め
に
、育
児
の
援
助

を
行
い
た
い
人（
援
助
会
員
）と
受
け

た
い
人（
依
頼
会
員
）が
、一
時
的
に

有
料
で
援
助
し
合
い
ま
す
。会
員
登

録
に
は
申
し
込
み
と
講
習
会（
無
料
）

の
受
講（
援
助
会
員
）が
必
要
で
す
。

◆
講
習
会（
援
助
会
員
）の
日
時・場

所　
２
月
13
日
㈭　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時（
本
庁
舎
４
階　
４
０
１

会
議
室
）、２
月
14
日
㈮　
午
前
９
時
～

午
後
４
時（
保
健
所
６
階　
大
会
議
室
）

※
託
児（
無
料
）あ
り
。講
習
会
、託
児

の
申
し
込
み
は
1
月
31
日
㈮
ま
で
。

◆
申
込
方
法　
同
セ
ン
タ
ー
に
事
前

連
絡
し
、印
鑑
と
申
請
者
の
顔
写
真

（
縦
２・７
㌢
×
横
２・４
㌢
）を
２
枚

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。簡
単
な
面
接
を

行
い
ま
す（
援
助
会
員・依
頼
会
員
）。

問　
市
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ

ー
ト・セ
ン
タ
ー（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大

分
２
階　
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
内　

☎
５
７
６・８
２
４
６
）

今月の納税
市県民税
第4期

国民健康保険税
第8期

１月31日㈮
納 期 限

市税は納期内に
納めましょう!!

知

毎週土曜日　午後5時15分～5時30分　TOSテレビ大分
1月18日㈯「大分の未来はここから～26年成人記念集会～」　1月25日㈯「左記の再放送」
大分市内のケーブルテレビ局でも放送中��◎OCT（日・月・火・水）��◎OCN（日・月・火・水）��◎STV（火・水・木）

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。

大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/　� 問国際化推進室（☎537-5719）

市役所			本庁舎			第2庁舎		〒870-8504　荷揚町2番31号

大分市テレビ広報
フレッシュおおいた

11 10H26. １.15H26. １.15



17
㈮
冬の一等星めぐりの旅
期間/19日㈰まで
時間/午後6時30分～10時（雨天・
曇天時は映像による説明）
内容/おおいぬ座のシリウス、オリ
オン座のリゲルなどの冬の一等
星を観察
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館
☎574-0100

18
㈯
大分ヒートデビルズ対
岩手ビッグブルズ
日時/18日㈯午後6時
30分～・19日㈰午後
2時～
場所/杵築市文化体育館
　　	（杵築市）

24
㈮
冬の星座と冬銀河を楽しもう!
期間/24日㈮～26日㈰、31日㈮
時間・参加料・場所・問は上記17日
と同じ

31
㈮
第7回大分市ふるさとコンサート
時間/午後6時30分～
場所/コンパルホール　文化ホール
出演/遠藤綾子（ピアノ）、土崎譲
（テノール）、朝来桂一（ヴァイオ
リン）、後藤沙織（クラリネット）
入場料/1,000円（全席自由）※売
り切れの際はご了承ください。
問文化国際課　☎537-5663

1
㈯
大分ヒートデビルズ対
信州ブレイブウォリアーズ
日時/1日㈯午後6時30分～・
　　		2日㈰午後2時～
場所/コンパルホール

2
㈰
がん患者と家族の集い� 無料
時間/午前10時～正午
場所/レンブラントホテル3階		瀬
戸の間
内容/◦大分大学医学部腫瘍・血
液内科学講座　講師　白尾	國昭
氏（大分大学医学部教授）　◦が
んに関する相談受付など
問（公財）大分がん研究振興財団　
坂本　☎090-9076-6339
再生家具と
再生自転車の抽せん会
時間/午後0時30分～
（抽せん日正午まで申込み可、持
ち帰りは各自）
再生自転車の
じゃんけん大会
時間/抽せん会終了後
場所・問エコライフプラザ
☎588ｰ1410

21
㈮
金融経済講演会� 無料
時間/午後6時30
分～8時
場所/ホルトホー
ル大分１階		大ホ
ール
内容/◦演題「品格
あるお金との付き合い方」		◦講師
坂東	眞理子氏（昭和女子大学学長）
定員/1,000人（先着順）
申込み・問電話またはファクス、
Eメールで、金融経済講演会事務
局（☎538-9724	 538-9694	
uketsuke@planning-oita.jp）へ。

大
友
氏
遺
跡
整
備
基
本
構
想

（
案
）に
つ
い
て
の
意
見

◆
閲
覧
場
所　
文
化
財
課
、情
報
公

開
室（
本
庁
舎
７
階
）、各
支
所
、明
野

出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
１
月

22
日
㈬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他　
個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法・問　
住
所
、氏
名
ま
た

は
会
社
名（
団
体
名
）を
記
入（
様
式

自
由
）し
、直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、１
月
22
日
㈬
～

２
月
21
日
㈮
に
文
化
財
課（
第
２
庁

舎
６
階　
☎
５
３
７・５
６
３
９　

５
３
６・０
４
３
５　

bunkazai2@
city.oita.oita.jp

）へ
。

キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
パ
ー
ク
２
０
１
４

「
冬
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

楽
し
も
う
」参
加
者

◆
日
時　
２
月
22
日
㈯
午
前
10
時
～

23
日
㈰
午
後
１
時
30
分（
１
泊
２
日
）

◆
内
容　
ゲ
ー
ム
形
式
で
自
然
を
体

験
、工
作
、天
体
観
測
な
ど

◆
対
象　

市
内
・
豊
後
大
野
市
大

野
町
居
住
の
小
学
３
年
生
～
中
学

生◆
定
員　
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　
２
、３
０
０
円（
食
事
代

ほ
か
）

◆
申
込
み・
場
所・
問　
電
話
で
、１

月
15
日
㈬
～
２
月
13
日
㈭
に
の
つ
は

る
少
年
自
然
の
家（
大
字
荷
尾
杵

1
0
9
7
‐
26　

☎
５
８
９・
２
２

１
２
）へ
。

◆
定
員　
各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　
2
0
0
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み・
場
所・
問　
電
話
で
、１

月
19
日
㈰
か
ら
歴
史
資
料
館（
☎
５

４
９・０
８
８
０
）へ
。

大
友
氏
遺
跡
体
験
学
習
館
の
教
室

（
☎
５
４
４・５
０
１
１
）

①
第
８
回
体
験
工
房

◆
日
時　
２
月
９
日
㈰　
午
前
10
時

～
正
午

◆
内
容　
ひ
な
人
形
の
製
作

◆
対
象　
小
学
4
年
生
以
上（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定
員　
25
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　
３
０
０
円（
材
料
費
）

◆
持
参
品　
裁
縫
道
具

②
歴
史
教
室
入
門
編

◆
月
日・
内
容　
●
２
月
８
日
㈯
…

九
州
の
雄	

大
友
宗
麟　
●
２
月
15
日

㈯
…
大
海
原
の
覇
者	

大
友
宗
麟　
●

２
月
22
日
㈯
…
豊
後
王	

大
友
宗
麟

◆
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

◆
対
象　
小
学
５
年
生
以
上

◆
定
員　
各
50
人（
先
着
順
）

催
し

市
民
図
書
館
読
書
感
想
画
作
品
展

◆
日
時　
２
月
１
日
㈯
～
３
月
31
日

㈪　
午
前
9
時
～
午
後
9
時　
※
休

館
日
を
除
く

◆
展
示
場
所　

市
民
図
書
館
２
階　

一
般
書・児
童
書
コ
ー
ナ
ー
の
壁
面

◆
内
容　
市
民
図
書
館
で
募
集
し
た

読
書
感
想
画
を
展
示

問　
市
民
図
書
館（
☎
５
７
６・８
２

４
１
）

市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
事
業

（
１
％
応
援
事
業
）説
明
会

◆
日
時　
１
月
24
日
㈮		

午
後
２
時
～

◆
場
所　
保
健
所
６
階　
大
会
議
室

◆
対
象　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
市
民
活
動
団
体

◆
定
員　
１
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問　
市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

７
２
５
１
）

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ　
バ
レ
ン
タ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
２
０
１
４

◎�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
虹
の
カ
ー
ド

を
つ
く
ろ
う

◆
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
内
容　
ハ
ニ
カ
ム
ペ
ー
パ
ー（
で

ん
ぐ
り
紙
）で
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
2
つ
制
作

◆
対
象　
小
学
生
以
上（
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
定
員　
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

※
３
回
分
ま
と
め
て
の
申
し
込
み
も
可

③
第
８
回
歴
史
教
室

　
「
大
友
氏
遺
跡
発
掘
調
査
の
成
果
」

◆
日
時　
２
月
16
日
㈰　
午
前
10
時

～
正
午

◆
対
象　
中
学
生
以
上

◆
定
員　
50
人（
先
着
順
）

☆
申
込
み・場
所・問　
電
話
で
、１

月
15
日
㈬
か
ら
開
催
日
の
前
日（
①

は
2
月
2
日
㈰
）ま
で
に
大
友
氏
遺

跡
体
験
学
習
館
へ
。

屋
外
広
告
物
講
習
会

◆
日
時　
２
月
12
日
㈬　
午
前
10
時

～
午
後
５
時
30
分

◆
場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階　

３
０
０
会
議
室

◆
内
容　
屋
外
広
告
物
に
関
す
る
法

令
の
解
説
な
ど

◆
受
講
料　
２
、０
０
０
円

◆
申
込
み・問　
景
観
推
進
室（
本
庁

舎
７
階
）に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、１
月
15

日
㈬
～
２
月
３
日
㈪
に
直
接
、同
室

◆
参
加
料　
５
０
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み　
電
話
で
、２
月
２
日
㈰

午
後
６
時
ま
で
に
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
へ
。

◎
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
60
，ｓ
ホ
ー
ル

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

◆
時
間　
午
後
４
時
～
５
時

◆
出
演　
あ
か
し	

も
も
か
氏（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
）

☆
月
日　
２
月
11
日
㈫

☆
場
所・問　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
☎
５

３
８・５
０
０
０
）

第
39
回
大
分
市
民
音
楽
祭

◆
日
時　
２
月
23
日
㈰　
午
後
１
時

～（
開
場
は
午
後
０
時
30
分
～
）

◆
場
所　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分		

大
ホ
ー
ル

◆
内
容　
市
内
の
音
楽
活
動
団
体
に

よ
る
合
唱
、器
楽
、ダ
ン
ス
な
ど

◆
入
場
料　
５
０
０
円

問　
生
涯
学
習
課（
☎
５
３
７・７
０

３
９
）講

座・教
室・講
習
会

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｗ
ｅ
ｂ（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
講
座
」

◆
日
時　
２
月
18
日
㈫　
午
後
６
時

30
分
～
８
時
30
分

◆
場
所　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
階　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

◆
内
容　

気
軽
に
で
き
る
S
N
S

を
活
用
し
た
P
R
、ち
ょ
っ
と
差
が

つ
く
写
真
の
撮
り
方

◆
講
師　
Rレ
ジ

ス

タ

E
G
I
S
T
A（
産
業

活
性
化
プ
ラ
ザ
創
業
支
援
ル
ー
ム
入

居
企
業
）

（
☎
５
３
７・５
９
６
８
）へ
。

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

キ
ッ
ズ
フ
ッ
ト
サ
ル
ス
ク
ー
ル

◆
月
日　
２
月
22
日
㈯

◆
対
象・時
間　
●
幼
児
ク
ラ
ス（
４

歳
～
５
歳
）　
午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分　
●
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ス（
６

歳
～
小
学
２
年
生
）　
午
前
11
時
～

午
後
0
時
15
分　
●
小
学
３・
４
年

生
ク
ラ
ス　
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

※
各
ク
ラ
ス
保
護
者
同
伴

◆
定
員　
各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　
４
０
０
円（
用
具
レ
ン

タ
ル
料
な
ど
）

◆
そ
の
他　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
持

参
し
、運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み・場
所・問　
往
復
は
が
き

（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢（
学
年
）、電
話
番
号
、教
室

名
、希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し
、２
月
９

日
㈰（
必
着
）ま
で
に
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル（
〒
８
７
０
‐
０
０
２
１		

府
内
町
一

丁
目
５
‐
38		

☎
５
３
８・３
７
０
０
）へ
。

県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

◆
募
集
期
間　
１
月
27
日
㈪
～
２
月

７
日
㈮（
土・日
曜
日
を
除
く
）	

午
前

９
時
～
午
後
４
時　
◆
対
象　
20
年

４
月
２
日
～
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、視
覚
に
障
が
い
を
有
す
る
人　

◆
入
学
希
望
者
の
面
接　
２
月
10
日

㈪
～
14
日
㈮　
午
後
３
時
～
４
時　

◆
願
書
請
求・問　
県
立
盲
学
校（
〒

８
７
０
‐
０
０
２
６		

金
池
町
三
丁

目
１
‐
75　

☎
５
３
２・
２
６
３
８		

５
３
２・２
６
３
６
）へ
。

◆
定
員　
45
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　
２
０
０
円（
資
料
代
）

※
交
流
会
参
加
者
は
別
途
３
０
０
円

◆
申
込
み・
問　
産
業
活
性
化
プ
ラ

ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
１
月
15

日
㈬
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
、１
月
15
日
㈬
～
２
月
16
日
㈰
に
同

プ
ラ
ザ（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
階　

☎
５
７
６・
８
８
７
９　

５
４
４・

３
０
１
１　

plaza-event@
hor

utohall.jp

）へ
。

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
教
室

「
デ
ジ
カ
メ
写
真
を
整
理
し
よ
う
」

◆
日
時　
３
月
３
日
㈪・５
日
㈬（
全

２
回
）　
午
前
10
時
～
正
午

◆
内
容　
パ
ソ
コ
ン
で
の
写
真
の
整

理・加
工
の
方
法
を
学
ぶ

◆
対
象　
パ
ソ
コ
ン
の
機
能
を
も
っ

と
使
い
こ
な
し
た
い
人

◆
定
員　
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
受
講
料　
６
０
０
円

◆
申
込
み・場
所・問　
往
復
は
が
き

（
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、教
室
名
を
記
入
し
、２
月
６
日
㈭

（
必
着
）ま
で
に
情
報
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
８
７
０
‐
０
８
５
１		

大
石
町

一
丁
目
３
組　
☎
５
４
５・
８
６
１

６
）へ
。

第
15
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

◆
日
時　
２
月
１
日
㈯　
午
前
９
時

30
分
～
、午
後
２
時
～

◆
内
容　
勾ま
が
た
ま玉
作
り

２
月

1月
17日～ イベントカレンダー

©Oita	HeatDevils/bj-league

西大分駅

スタート〈高崎山・うみたまご前〉
正午

フィニッシュ 〈市営陸上競技場〉
午後2時9分頃

別府湾

10km

15km
20km

25km

30km

40km

35ｋm

中間地点5km

折り返し点
　　（別府亀川バイパス）

10

亀川駅

別府大学駅

別府駅
大分駅

高城駅

東別府駅
▲

高崎山

大
分
川

九州
横断
道路

中央浄化センター

上人ケ浜

北浜

東別府交差点
田の浦交差点

仏崎

かんたん
交差点

大
分
港

西生石
交差点

三海橋西
交差点

西中浜
交差点

原
川
原川橋

新日鐵

第63回別府大分毎日マラソン大会にご声援を

問大会事務局
☎558-6061
☎558-1999

※交通規制にご協力ください。
２月2日㈰ 正午スタート

市役所			第2庁舎		〒870-8504　荷揚町2番31号

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
フ
ラ
ッ
グ
杯

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
▼
阿
部
守（
明
野
北
）▼
河
野

俊
雄（
新
川
西
）▼
五
十
嵐
宏
子（
上
田
町
）

▼
江
藤
順
一（
新
川
町
）▼
姫
野
美
惠
子

（
岩
田
町
）▼
矢
野
祥
文（
太
平
町
）▼
津
野

キ
ヨ
子（
勢
家
町
）▼
後
藤
勝
利（
三
川
上
）

▼
木
村
ひ
と
み（
明
野
北
）▼
吉
良
市
雄

（
青
葉
台
）▼
阿
部
孝
好（
羽
田
）▼
野
田
徹

（
下
郡
北
）

鶴
崎
地
区
▼
江
藤
秀
樹（
常
行
）▼
後
藤

護（
三
佐
）▼
大
津
陽
子（
森
）▼
佐
藤
義
弘

（
大
津
留
）▼
川
上
人
美（
三
佐
）▼
中
町
カ

ズ
ヱ（
松
岡
）▼
木
津
正
清（
横
尾
）

大
在
地
区
▼
河
野
弘
美（
望
み
が
丘
）

坂
ノ
市
地
区
▼
大
石
伸
男（
屋
山
）▼
芝

﨑
康
則（
佐
野
）▼
葊
瀨
裕
一（
佐
野
）▼
挾

間
直
樹（
久
原
中
央
）

大
南
地
区
▼
今
村
昭
道（
竹
中
）▼
佐
保

順
子（
端
登
）

稙
田
地
区
▼
安
東
サ
ツ
キ（
田
尻
）▼
富

成
あ
い
子（
萌
葱
台
）▼
門
脇
孝（
口
戸
）

▼
和
夫（
敷
戸
東
町
）▼
安
東
裕
敏（
田

尻
）▼
麻
生
洋
子（
敷
戸
駅
北
町
）

佐
賀
関
▼
姫
野
真
一（
佐
賀
関
）▼
佐
藤

巧（
本
神
崎
）

野
津
原
地
区
▼
佐
藤
達
子（
福
宗
）▼
内

藤
香
代
子（
野
津
原
）▼
工
藤
真
二（
上
詰
）

市
外
▼
佐
藤
秀
則（
福
岡
市
）

以
上
12
月
5
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

善
意
の
泉︵
敬
称
略
︶

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ
▼
赤
坂
初
子（
足
利
市
）▼
山
﨑
泰
子（
明
野

西
）▼
日
名
子
金
一
郎（
浜
町
東
）▼
中
谷
健

太
郎（
由
布
市
）▼
詫
間
文
男（
富
士
見
が
丘

東
）▼
渡
辺
恭
英（
長
浜
町
）▼
首
藤
泰
比

古（
永
興
）▼
平
岡
昌
和（
小
金
井
市
）▼
佐

々
木
憲
一（
東
京
都
品
川
区
）▼
栗
林
裕
之

（
別
府
市
）▼
楠
本
正
明（
小
平
市
）▼
学
校

法
人
府
内
学
園
▼
チ
ャ
ー
チ
ル
会
大
分

1月26日㈰は文化財防火デーです
貴重な文化財を火災から守りましょう。
� 問文化財課（☎537-5639）

償却資産の申告は1月31日㈮までに
商店や工場などを経営し、事業用償却資産を市内に所有している個人・法人は、1月31日㈮までにその所有状況を資産税課
（第2庁舎3階）へ申告してください。� 問資産税課（☎537-7293）
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国保に加入している人へ
特定健診・健康診査はお済みですか

　国保に加入している40歳～74歳の人に、受診に必要な特
定健診受診券を、後期高齢者医療制度に加入している75歳
以上の人に、健康診査受診券を送付しています。※年齢は、
26年3月31日現在
　25年度の受診期限は、特定健診は3月20日㈭、健康診査
は3月31日㈪です。受診券を紛失した人は、再発行できます
ので連絡してください。健診会場へは受診券と被保険者証
を必ず持参してください。

　　　　特定健診…国保年金課（☎537-7175）　　問　　　　健康診査…県後期高齢者広域連合（☎534-1771）

市民健診、結核・肺がん検診、肝炎ウイルス検診、長寿スマイルチェック、
大腸がん検診、喀

かく

たん検査＊、前立腺がん検診＊（＊は各500円）

1

月　日 場　所 時　間 大腸がん

2/  3㈪ 県盲人福祉センター 午前9時30分～10時45分 ☆
弁 天 神 社 集 会 所 午後1時30分～2時 ☆

2/  4㈫ 住 吉 校 区 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆

2/  5㈬ 保健所6階大会議室 午前9時30分～11時15分 ☆
午後1時～2時 ☆

2/  6㈭ 錦 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆
舞 鶴 町 公 民 館 午後1時～2時 ☆

2/  7㈮ 長浜小学校体育館 午前9時30分～11時15分 ☆

2/10㈪ 県漁業協同組合大分支店2階会議室 午前9時30分～11時 ☆
中島小学校体育館 午後1時～2時 ☆

2/12㈬ 新 川 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆
日本赤十字社大分県支部庁舎3階会議室 午後1時～2時 ☆

2/13㈭ 下郡校区公民館（北下郡公民館） 午前9時30分～11時 ☆
NTT下郡職員住宅集会所 午後1時～1時30分 ☆

2/14㈮ 森 岡 校 区 公 民 館 午前9時30分～11時15分 ☆
2/17㈪ 大 分 南 部 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆

2/18㈫ 滝 尾 校 区 公 民 館 午前9時30分～11時15分 ☆
午後1時～1時30分 ☆

2/19㈬ 南 下 郡 公 民 館 午前9時30分～11時15分 ☆
午後1時～2時 ☆

2/20㈭ 片 島 公 民 館 午前9時30分～11時15分 ☆

2/21㈮ 長 谷 町 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆
米良公民館（滝尾） 午後1時～1時40分 ☆

2/24㈪ 鶴 崎 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆

2/25㈫ 三 川 上 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆
三 川 下 公 民 館 午後1時～1時40分 ☆

2/26㈬ 桃 園 団 地 公 民 館 午前9時30分～11時 ☆
千 歳 公 民 館 午後1時～1時40分 ☆

2/27㈭ 山 津 町 公 民 館 午前9時30分～11時
桃 園 校 区 公 民 館 午後1時～1時40分 ☆

2/28㈮ 高 城 南 町 公 民 館 午前9時30分～11時
仲 西 公 民 館 午後1時～1時40分 ☆

（1）   市民健診 　■対象：35歳以上　■負担金：35歳～25年度に
39歳になる人は1,500円、25年度に40歳以上になる人は加
入している医療保険により異なります。

（2）  肺がん検診　■対象：40歳以上（65歳以上の人は結核検診）
　 ■負担金：無料

（3）  喀たん検査　■対象：50歳以上で喫煙指数（1日の喫煙本
数×喫煙年数）が600以上の人または40歳以上で最近6カ
月以内に血たんがあった人　■負担金：500円

（4）  肝炎ウイルス検診　■対象：25年度に40歳になる人また
は41歳以上で過去に肝炎ウイルス検診を受けていない人

　　■負担金：無料
（5）  前立腺がん検診　■対象：50歳以上（経過観察中の人は除
　 く）　■負担金：500円

（6）  大腸がん検診　■対象：40歳以上（家族の容器も持ち帰り
可、（公財）県地域保健支援センター 大字駄原2892-1 ☎532-
2167でも平日に容器の配布と回収を受け付けます）　■負
担金：無料

（7）  長寿スマイルチェック　■対象：65歳以上で介護認定を
受けていない人　■負担金：無料 注 もご覧ください。

◎持参品：（1）～（7）を受診する人は、健康手帳と保険証。（1）
を受診する人で、25年度に40歳以上の人は各保険者が発
行する受診券も必要。◎その他：（1）を受診する人は、受診
時間の4～5時間前から食事はお控えください。

骨密度健診（500円）2
月　日 場　所 月　日 場　所
2/  4㈫ 春 日 校 区 公 民 館 2/13㈭ 八 幡 地 区 公 民 館
2/  6㈭ 神 崎 校 区 公 民 館 2/20㈭ 東大分校区公民館
2/12㈬ 青 葉 台 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：25年度に満40歳・45歳・
50歳・55歳・60歳・65歳・70歳になる女性 注 もご覧ください。

乳がん検診3
月　日 場　所 月　日 場　所
2/  4㈫ 春 日 校 区 公 民 館 2/13㈭ 八 幡 地 区 公 民 館
2/  6㈭ 神 崎 校 区 公 民 館 2/20㈭ 東大分校区公民館
2/12㈬ 青 葉 台 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：25年度中に満30歳以上
の偶数年齢になる人または24年度中に満30歳以上で検診未受診
の人　■定員：各60人（先着順）　■負担金：満30歳以上50歳未満
1,600円（マンモグラフィー撮影2方向と視触診）、満50歳以上1,200
円（マンモグラフィー撮影1方向と視触診） 注 もご覧ください。

子宮頸がん検診（1,000円）4 けい

月　日 場　所 月　日 場　所
2/  4㈫ 春 日 校 区 公 民 館 2/13㈭ 八 幡 地 区 公 民 館
2/  6㈭ 神 崎 校 区 公 民 館 2/20㈭ 東大分校区公民館
2/12㈬ 青 葉 台 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：25年度中に満20歳以上
の偶数年齢になる人または24年度中に満20歳以上で検診未受診の
人　■その他：子宮頸部の細胞診になります。 注 もご覧ください。

休日検（健）診5
月　日 場　所 時　間
2/23㈰ 中 島 小 学 校 午前9時30分～11時

休日検（健）診では、1～4の各種検（健）診と胃がん検診を実施し
ます。
※ 対象・負担金は、1～4を参照。胃がん検診は、対象：40歳以上、負

担金：1,000円
※ 胃がん検診を受診する人は、検診前夜午後9時から食事、水、茶な

どを一切とらないでください（薬を服用する場合は、水または白
湯で、検査の2時間前まで）。金具やボタンのない衣服を着用して
ください。 注 もご覧ください。

※ 1～5の各種検（健）診は、どこでも都合のよい場所（公民館
　など）で受診できます（車での来場はお控えください）。また、
　受診回数は1年度（4月から翌年3月まで）各1回のみです。
※前述の各種検（健）診が無料になる人
◎ 後期高齢者医療被保険者証または高齢受給者証を持って
　いる人（当日持参）
◎生活保護診療依頼証を持っている人（当日持参）
◎ 市民税非課税世帯の人［受診日の3日前までに保健所健

康課（☎536-2562）へ連絡してください。］

1～ 5  共通　検（健）診時の注意事項注

●乳幼児健診・講座・教室（保健所健康課中央保健センター☎536-2517）
●休日夜間当番医テレホンサービス☎534-4488　医療機関案内テレホンサービス☎534-4489

地区での健診を受けられなかった40歳以上の人は、県地域成人病検診センター（☎569-2211）で、下記 1の検（健）診を受診でき
ます（大腸がん検診を除く）。
受付日時【平日】午前9時30分～11時30分、午後1時30分～2時30分　【休日】2月9日㈰・15日㈯　午前10時30分～11時30分

健診・教室への参加の際は検温し、発熱や感染症の症状がある場合は、参加をお控えください。

1歳6カ月児健康診査・個別通知
（身体診察・歯科診察、フッ化物塗布*、相談） 無 料

月　日 地　区 場　所 対　象
2/  4㈫ 鶴崎地区 鶴崎市民行政センター3階 2 4 年 7 月 生 ま れ2/17㈪
2/  5㈬ 稙田・野津原地区 稙田市民行政センター2階
2/  6㈭ 佐賀関地区 健康センターひまわり 24年6～8月生まれ
2/  7㈮

大分地区 保 健 所 3 階 2 4 年 7 月 生 ま れ2/12㈬
2/18㈫
2/24㈪
2/26㈬ 大南地区 大南市民センター2階 24年6～7月生まれ

■時間：午後1時30分～2時30分　■持参品：母子健康手帳、1
歳6カ月児健康診査質問票　■その他：対象時期以前に生まれ
た2歳未満の未受診者も受診可 *フッ化物塗布（希望者は380
円必要）

3 歳児健康診査 無 料
月　日 地　区 場　所 対　象
2/  3㈪

大分地区 保 健 所 3 階 2 2 年 9 月 生 ま れ2/14㈮
2/20㈭
2/27㈭
2/  6㈭ 佐賀関地区 健康センターひまわり 22年8～10月生まれ
2/10㈪ 大在地区 大在市民センター2階 22年9～10月生まれ2/25㈫
2/13㈭ 坂ノ市地区 坂ノ市市民センター2階 22年8～10月生まれ2/19㈬ 大南地区 大南市民センター2階
2/21㈮ 鶴崎地区 鶴崎市民行政センター3階 2 2 年 9 月 生 ま れ2/28㈮ 稙田・野津原地区 稙田市民行政センター2階

■健診内容：測定、内科・歯科診察、尿・視聴覚検査、相談　■時
間：午後1時30分～2時30分　■持参品：母子健康手帳、3歳児
健康診査質問票　■その他：対象時期以前に生まれた4歳未満
の未受診者も受診可

すくすく赤ちゃんルーム（育児教室） 無 料
月　日 場　所 月　日 場　所
2/  6㈭

保 健 所 3 階
2/25㈫ 鶴崎市民行政センター3階

2/10㈪ 2/18㈫ 坂ノ市市民センター2階
2/24㈪ 2/19㈬ 原新町こどもルーム2/12㈬ 明 治 明 野 公 民 館 2/26㈬
2/13㈭ 大南市民センター2階 2/20㈭ 稙田市民行政センター2階2/14㈮ 大 分 南 部 公 民 館 2/27㈭
2/17㈪ 鶴崎市民行政センター3階 2/28㈮ 大在市民センター2階

■対象：25年2月～8月生まれの乳児と保護者（毎月１回、１歳
になる月まで同じ場所での参加となります）　■時間：午前10
時～11時30分　■内容：親子遊び、育児について意見交換、健
康講話など　■申込み・問合せ先：先着順で受け付けます。往
復はがき（1組1枚）に希望月日・場所（第3希望まで）、住所、乳
児の氏名（ふりがな）、生年月日、性別、保護者氏名、電話番号を
記入し、1月15日㈬～24日㈮〈必着〉に子育て支援課（〒870-
8504 荷揚町2-31 ☎537-5675）へ。

離乳食講習会 無 料
月　日 場　所 時　間
2/  7㈮ ホルトホール大分1階キッチンスタジオ 午後1時30分～3時2/21㈮
2/25㈫ 鶴崎市民行政センター3階 午前10時30分～正午

■対象：25年8月～10月生まれの乳児の保護者　■内容：講義
と試食　■定員：各20人（先着順）　■持参品：母子健康手帳、
筆記用具　■申込方法：電話で、1月20日㈪からホルトホール
大分会場は中央保健センター☎536-2517、鶴崎市民行政セン
ター会場は東部保健福祉センター☎527-2143へ。

歯の健康診査
（歯科診察、相談、ブラッシング指導） 無 料

月　日 場　所 時　間
2/14㈮ 保 健 所 3 階 午前9時～11時
2/21㈮ 鶴崎市民行政センター3階 午前9時30分～11時30分2/28㈮ 稙田市民行政センター2階

■対象：乳幼児から成人　■持参品：自宅で使用している歯ブ
ラシ、健康手帳（成人）、母子健康手帳（妊婦・乳幼児）　■その
他：フッ化物塗布（希望者〈未就学児のみ〉は380円必要）　■
申込方法：電話で、1月15日㈬から中央保健センター☎536-
2517へ（予約制）。

よい歯を育てる教室 無 料
月　日 場　所 時　間
2/  3㈪ 保 健 所 3 階 午前9時～10時40分
2/20㈭ 鶴崎市民行政センター3階 午前9時30分～11時10分

■対象：23年3月～24年6月生まれの幼児　■内容：健康教育、
歯科診察、相談、ブラッシング指導、フッ化物塗布（希望者は
380円必要）　■持参品：自宅で使用している歯ブラシ、母子健
康手帳　■申込方法：電話で、1月15日㈬から中央保健センタ
ー☎536-2517へ（予約制）。

大分赤十字病院健康講座 無 料
■日時：1月27日㈪　午後2時～3時　■場所：大分赤十字病院 
管理棟5階大会議室　■演題：「知っておきたい脳卒中の話」　
講師：荒川 竜樹氏（神経内科部長）　■申込み：不要　■問合せ
先：大分赤十字病院社会課☎532-6181

健康講座「げんき教室」 無 料
■日時：1月22日㈬　午後2時～3時30分　■場所：県看護研
修会館（大字豊饒）　■内容：●講話と実技「筋力アップで元気
づくり その2」　●健康相談　●健康チェック（血圧測定など）　
■申込み：不要　■問合せ先：県看護協会☎574-7117

25年度不妊治療費助成金の申請は
3月31日㈪までです

　不妊治療費助成金の申請締切は、治療終了日から60日以内
です。25年度分として申請する場合は、3月31日㈪までとなり
ます。25年度が通算5年度目になる人は、3月31日㈪までに申
請してください。　■問合せ先：保健所健康課☎536-2562

MR（麻しん・風しん混合）の定期の予防接種は
期限までに受けないと有料（約1万円）になります

　次の人は、MR（麻しん・風しん混合）の定期の予防接種を3月
31日㈪まで無料で受けることができます。対象者でまだ接種
を受けていないお子さんは早く受けましょう。
■対象：第2期　19年4月2日～20年4月1日生まれの人　■実
施場所：個別予防接種実施医療機関　■持参品：健康保険証、お
持ちの人は母子健康手帳　■問合せ先：保健所健康課☎536-
2562

小児救急医療  通常の時間内の受診にご協力を!

　時間外救急医療は、あくまでも翌日の通常の時間内の受
診まで待てないというような緊急時のためのものです。早
めにかかりつけ医に相談するなど、通常の時間内の受診を
心掛けるようお願いします。
■ 小児救急ハンドブック　小児科のある病院や診療所、保

健所保健総務課（保健所2階）などで配布しています。
■こどもの救急　（社）日本小児科学会 監修・運営のホームページ
　http://kodomo-qq.jp/

問保健所保健総務課（☎536-2222）
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ラグビーといえば、激しく体をぶつけ合うスポーツ。男子の競技人口が多い中、県下で初の女子クラブ
チーム「大分ウィメンズ」が誕生。最近では、2016年開催のリオデジャネイロ五輪に女子ラグビーが
追加されるなど、世界で注目されています。果敢に相手へタックルに向かう彼女たちのまなざしは、ま
るで世界の舞台を見据えているかのようでした。

表紙の
言葉

市役所本庁舎１階案内所・
３階総務課、各支所、明野出張
所、各地区公民館	
※各設置場所の開庁・開館時間内の取
り扱いとなります。

金融機関：大分銀行
　　　　			大分市役所出張所
口座番号：普通　7501056
口座名義：フィリピン台風救援金口
（フィリピンタイフウキュウエンキングチ）
※大分銀行本・支店の窓口から振り込
む場合の振込手数料は免除です。

フィリピン台風
救援金

を受け付けています
受付期間：２月28日㈮まで

　　救援金箱設置場所

　　　銀行振込口座

お問い合わせ
総務課　☎537-5602

　住吉川浄化対策推進協議会（荒金一義会
長）の設立は昭和63年10月。市内の中心部を
流れる住吉川は設立当時、家庭や工場などの
排水により河川環境が悪化していました。そ
こで、「住吉川を浄化し、やすらぎとうるおい
のある水辺空間づくり」を目標に、流域周辺の
地域が一体となって活動が始まりました。
　特に平成元年から毎年、実施している一斉
清掃には地域住民や企業など、多くの人が参
加しています。
　また、きれいになった住吉川を身近に感じ
てもらおうとウオーキング大会を開催した
り、広報紙「住吉川だより」を毎年２回発行し
たりと啓発活動も行っています。

　上流域では、ホタルの鑑賞会や放流会が開
催されるなど、地域の川としても親しまれて
います。
　この地域コミュニティを基礎とした環境保
全活動は、環境大臣から平成25年度の「地域
環境美化功績者表彰」を受賞。荒金会長は「活
動歴が25年を迎えた。今後も住吉川が『地域
をつなぐ宝』となるよう育んでいきたい」と
語ってくれました。

お問い合わせ　環境対策課　☎537-5762

住吉川浄化対策推進協議会
《地球環境保全の取り組み》

住吉川一斉清掃の様子

市民協働のまちづくり

１時30分～　開会
１時40分～　講演：「大内氏の本拠－防州山口と大内氏館」
　　　　　　�講師：古賀�信幸氏（山口市史編さん室長）
２時30分～　講演：「発掘!!　中世商都博多」
　　　　　　�講師：大庭�康時氏
　　　　　　���������（福岡市埋蔵文化財センター長）　　　
３時30分～　講演：「大友氏と博多」
　　　　　　�講師：佐伯�弘次氏
　　　　　　　　　（九州大学人文科学研究院教授）
４時20分～　質疑応答

１時30分～　開会
１時40分～　講演：「大航海時代の都市と港」
　　　　　　�講師：山村�亜希氏
　　　　　　��������（愛知県立大学日本文化学部准教授）
２時50分～　講演：「大友都市臼杵を考え直してみる」
　　　　　　�講師：神田�高士氏
��������������������������（臼杵市教育委員会文化・文化財課職員）
３時40分～　講演：「南蛮文化発祥都市�豊後府内」
　　　　　　�講師：高畠�豊（大分市教育委員会文化財課職員）
４時10分～　質疑応答

　今から約450年前の戦国時代、豊後府内を国際貿易都市として繁栄させ
た大友宗麟。その時代に豊後府内とともに貿易港として発展した博多、
そして大友氏と姻戚関係にある山口（周防）の大内氏とは深いつながり
がありました。
　今回、宗麟の城下町である府内・臼杵を加えた、戦国時代三都市（府
内・臼杵/博多/山口）の講演会を開催します。

日　時▶2月8日㈯・3月1日㈯�午後1時30分～（受付は午後１時から）
会　場▶�大分銀行赤レンガ館�２階�大ホール（府内町）
定　員▶�各150人（当日先着順）

お問い合わせ　文化財課　☎537－5639

午　
　
後

午　
　
後

戦国時代三都市講演会
～府内・臼杵/博多/山口～

「戦国都市!!博多と山口
　　　　　　　　　その実像に迫る」

「戦国都市の中の南蛮貿易都市
　　　　　　　　　豊後府内と臼杵」

イベントスケジュール

入場無料

第1回
2月8日㈯

第2回
3月1日㈯


